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1.はじめに 

その 1 では，超高層中間階免震建築物の風応答性状に

ついて，風の入射角 0°から Level2 相当波形を入力し，免

震層の設置位置の違いによる検討を行った。その 2 では

風の入射角 22.5°，45.0°を加え，風の入射角の違いによる

応答評価を行う。 

2.解析結果及び考察 

解析諸元については，風の入射角以外はその 1 に準 

ずる。風の入射角は Fig.1 に示す通り 22.5°，45.0°とし

た。免震層に作用する風力の傾向であるが，各入射角に

おいて，免震層が負担する風力を免震層上部の受圧面積

で除することで，免震層が負担する風圧力を算出した。

一例として，基礎免震の場合の X 方向および Y 方向の

免震層が負担する風圧力の最大値，標準偏差を Table1

に示す。本論文では風の入射角の違いによる比較を行う

ため，風の入射角 0°の場合の値も示す。免震層に作用

する風圧力の最大値，標準偏差の割合が全てのケースに

おいて同じになった。 

 

 

 

Table1 Wind Pressure Acting on the Upper Structure  

from the Base Isolation(kN/m²) 

 
X Direction Y Direction 

Angle of Wind Direction Angle of Wind Direction 

0° 22.5° 45.0° 0° 22.5° 45.0° 

Maximum 

Value 
3.48 3.26 2.58 2.13 1.60 3.48 

Standard 

Deviation 
0.43 0.39 0.32 0.72 0.37 0.43 

風の入射角 22.5°，45.0°の最大応答値(最大応答層せ

ん断力係数，最大応答加速度，最大応答層間変位)を

Fig.2~4，Fig.5~7 に示す。なお，風の入射角 0°の最大応

答値はその 1 の Fig.4~6 を参照されたい。 

最大応答層せん断力係数について，その 1 の風の入射

角 0°の場合(その 1 の Fig.4)と比較して，Fig.2，Fig.5 よ

り，X 方向では風の入射角 0°と 22.5°の場合で最大応答

層せん断力係数は同程度の値を示し，風の入射角 45.0°

の場合より大きな値を示した。これは，X 方向では，風

の入射角 45.0°の場合より風の入射角 0°と 22.5°の場合の

風力の平均成分が大きいことから，対象建築物に作用す

る外力が大きくなるためである。Table1 より X 方向の

風力の最大値，標準偏差の差を比較すると，風の入射角

0°と 22.5°の場合では最大値，標準偏差ともにあまり差

が見られないことから，X 方向の風力があまり変わらな

いためと考える。Y 方向では，風の入射角 0°の場合で

最大応答層せん断力係数が最も大きな値を示した。これ

は Table1 より，Y 方向では免震層が負担する風圧力の

標準偏差が最大であることから，風力の変動成分が最も

大きいためと考える。中間階免震の場合，免震層が負担

する風圧力の最大値，標準偏差の割合が基礎免震とした

場合と同じになったため，中間階免震の場合でも基礎免

震の場合と同様な傾向を示した。 

次に最大応答加速度についてであるが，X，Y 方向と

もに，その 1 で示された風の入射角 0°の場合と同様に，

風の入射角 22.5°，45.0°の場合でも免震層を境に上部構

造の最大応答加速度が極端に大きくなる傾向が確認でき

る。特に風の入射角 0°の場合で顕著に表れる。この傾

向は地震外力作用時とは正反対の傾向 1)である。X 方向

では風の入射角によらず，風力の変動成分があまり変わ

らないため，最大応答加速度が同程度の値を示した。Y

方向では，加速度に依存する風力の変動成分が風の入射

角 0°の場合で最大となるため，風の入射角 0°の場合で

最大応答加速度が最も大きくなった。 

さらに，最大応答層間変位についてであるが，Fig.4，

Fig.7，その 1 の Fig.6 より，X，Y 方向ともに風の入射

角 0°の場合で最大応答層間変位が最も大きな値を示し

Fig.1 Structural Axis and Angle of Wind Direction 
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た。これは Table1 より，風の入射角 0°の場合の X 方向

の免震層が負担する風圧力の最大値と標準偏差が最大で

あることから，風力の最大値と変動値がともに最も大き

くなるためである。Y 方向では免震層が負担する風圧力

の標準偏差が最大であることから，風力の変動成分が最

も大きいためと考える。 

3.まとめ 

その 2 では超高層中間階免震建築物の風応答性状につ

いて，風外力の入射角の違いによる応答評価を行い，以

下の知見が得られた。 

・最大応答層せん断力係数より，X 方向では風の入射角

0°，22.5°の場合の風力があまり変わらないため，風の

入射角 0°，22.5°の場合で同程度の値を示した。Y 方向

では，風の入射角 0°の場合の風力の変動成分が最大と

なるため，最大応答層せん断力係数が最も大きな値を

示した。 

・最大応答加速度より，Y 方向の風力の変動成分が最も

大きいため，最大応答加速度は風の入射角 0°の場合

で最大となった。 

・最大応答層間変位より，風の入射角 0°の場合では X

方向の風力の最大値と変動値ともに最も大きく，Y 方

向の風力の変動成分が最大であるため，風の入射角

0°の場合で最も大きな値を示した。 

・最大応答層せん断力係数，最大応答加速度，最大応答

層間変位より，超高層中間階免震建築物においても，

風の入射角 0°の場合の値を用いると耐風設計上安全

側となる。 
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Fig.2 Maximum Response Shear Force 
Coefficient(22.5°) 

b) Y Direction a) X Direction 

Fig.4 Maximum Response Displacement of 

Interlaminar Story(22.5°) 

b) Y Direction a) X Direction 

Fig.3 Maximum Response Acceleration(22.5°) 

a) X Direction b) Y Direction 

Fig.5 Maximum Response Shear Force 
Coefficient(45.0°) 

b) Y Direction a) X Direction 

Fig.7 Maximum Response Displacement of 

Interlaminar Story(45.0°) 

b) Y Direction a) X Direction 

Fig.6 Maximum Response Acceleration(45.0°) 

a) X Direction b) Y Direction 
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